




















短大生の平均 BMI（Body Mass Index）は約 20 であ
るのに対し，理想の BMI は平均で約 18 と約 5kg
の体重差がみられ，自分の体型については BMI 





症，Anorexia Nervosa, 以下 AN と略す）を経験し
ていた．運動量に関しての調査 5，6）では，ほとん
どの者が運動は必要であり，運動したいと回答し
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We studied the consciousness about weight reduction behavior, dietary habits and motivation to do sports 
of young females by using a self-report questionnaire survey. The subjects were 386 female college students 
（ﬁscal 2007, Grade 1, 18.6±0.6 years old） in Nishinomiya district. Although their BMIs were almost within 
normal range （20.2±2.0）, 84% of female students had a desire to get slimmer. Most of female students were 
aware of the necessity of daily exercise, and recognized that the amount of their exercise had been inadequate 
or unsatisfactory so far.
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成課程）1 回生 225 名，及び，短大生（栄養士養成
課程）1 回生 162 名を対象とし，既報 3～6）と同様
に 2007 年 9 月～10 月に自己記入式アンケート用
紙4）により，食生活と減量意識，及び，運動意識
について調査を行った．有効回答者数は食生活と








あわせて Table 1 に示した．今回対象者（平均年齢
18.6 歳）の BMI は 17.2～23.8，平均 20.2 とこれま
での調査結果（平均 20.3）と同様の値であった．
Table1 に示した BMI は平成 17 年からの 5 年間に
使用する「日本人の食事摂取基準」7）に示された 18
～29 歳の基準体位（身長 157.7cm，体重 50.0kg）の
BMI 20.1 や平成 19 年国民健康・栄養調査結果8）
における BMI（18 歳では平均身長 156.7cm，平均
体重 51.3kg で BMI が 20.9，19 歳では平均身長
161.3cm，平均体重 52.1kg で BMI は 20.0）と良く
一致した．
主な調査項目における回答について BMI 別の
度数分布図を Fig. 1 に大学生と短大生に分けて示
した．全体の BMI の度数分布図では，BMI 20 が
最も多く，次に BMI 19，18，21 となっており，
BMI 18～21 の者が 76.5%（大学生 76.6%，短大生
76.4%）と，これまでの結果3～6）とほぼ同じであっ
た．体重減少を希望する者は 83.9%（大学生
82.1%，短大生 87.3%）と非常に多く，Fig. 1 から
も明らかなように BMI 19 以上の者のほとんどが
体重減少を希望していた．全体の理想体重では，
平均が 47.0kg（大学生 46.8kg，短大生 47.4kg），
理想 BMI では平均 18.7（大学生 18.4，短大生
19.1）と体重を現在から 3～4kg 減らしたいと願っ








人中 22 人，短大生 13 人中 7 人）存在し，これら
の者は理想体重を現在の体重より 1～2kg 少なく
答えており，少しでも体重を減らしたいという心
理がみられた．それらの中には BMI 16.9 で体重







（1999 年 10 月）が示す“やせ”（低体重，BMI 18.5
未満），“普通”（BMI 18.5 以上 25 未満），“肥満 1
度”（BMI 25 以上 30 未満）に分類した肥満状況の
結果を Fig. 2 に示した．“肥満 2 度”（BMI 30 以























1995 74 19.1 158.7 51.1 19.8 45.6 17.8 64（86.5） 44（59.5） 7（9.5） 19（25.6）
1996 136 19.4 158.3 49.7 19.8 45.6 18.2 120（88.2） 94（69.1） 11（8.1） 45（33.1）
1997 137 19.3 158.5 51.0 20.3 46.2 18.4 119（86.9） 84（61.3） 10（7.3） 27（19.7）
1998 39 19.1 159.7 52.8 20.7 48.1 18.8 33（84.6） 24（61.5） 6（15.4） 2（5.1）
1999 36 19.1 158.0 51.3 20.4 46.1 18.5 30（83.3） 19（52.8） 1（2.8） 6（16.7）
2000 39 19.0 158.8 52.6 20.8 45.6 18.1 36（92.3） 25（64.1） 4（10.3） 4（10.3）
2001 36 19.1 159.3 52.1 20.6 47.4 18.7 34（94.4） 21（58.3） 3（8.3） 8（22.2）
2002 48 19.2 158.0 50.3 20.1 46.0 18.4 38（79.2） 21（43.8） 10（20.8） 15（31.3）
1995－2002 545 19.2 158.7 51.4 20.3 46.3 18.4 474（87.0） 332（60.9） 52（9.5） 126（23.1）
2007 311 18.6 158.4 50.6 20.2 47.0 18.7 261（83.9） 151（48.6） 25（8.0） 33（10.6）
（大学生） 201 18.5 158.8 50.6 20.0 46.8 18.4 165（82.1） 100（49.8） 20（10.0） 25（12.4）
（短大生） 110 18.7 157.6 50.7 20.4 47.4 19.1 96（87.3） 51（46.4） 5（4.5） 8（7.3）
＊AN：神経性食欲不振症（いわゆる拒食症）
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上 35 未満）を超える者はおらず，“肥満 1 度”の者
は調査総数 311 名において 7 名（2.3%）であり，“普
通”が約 80% を占めた．“やせ”の比率はこれまで
の調査の年度別では 12.8%～25% であり，今回も


























































































Fig.  2.  肥満の状況（日本肥満学会の判定基準）
























































摂食障害については，AN または AN 様経験有
りと自己診断した者は Fig. 1 に示したように BMI
に関係なく存在し，これまでの調査とよく似た値
（1 割弱）であったが，大学生と短大生を比較する


















































































































































Fig.  3.   「自分の体型をどう思うか」の質問に対する回答
の BMI 別度数分布図









次推移は平成 17 年9）で 10.4%，平成 18 年9）で



















量については 7 名が「十分多い」，1 名が「多い」，
17 名が「普通」，39 名が「少ない方である」そして











では 17.1%（平成 18 年結果9）は 14.1%）と平成 3 年
以降 15% 前後であり，今回の調査結果（24.1%）の
方が高い傾向にみられるが，運動習慣の規定（1
日 30 分以上，週 2 回，1 年以上継続）8）からすれば，
今回の調査回答における運動内容は，「週 2 日以






















年度 回答者数 十分多い 多い方 普通 少ない方 不十分
1995 74 29（39.2） 0（－） 0（－） 8（10.8） 28（37.8） 38（51.4）
1996 136 24（17.6） 0（－） 2（1.5） 15（11.0） 63（46.3） 56（41.2）
1997 137 44（32.1） 1（0.7） 4（2.9） 17（12.4） 48（35.0） 67（48.9）
1998 39 18（46.2） 0（－） 0（－） 6（15.4） 18（46.2） 15（38.5）
1999 36 6（16.7） 0（－） 0（－） 2（5.6） 11（30.6） 23（63.9）
2000 39 5（12.8） 0（－） 0（－） 6（15.4） 10（25.6） 23（59.0）
2001 36 10（27.8） 0（－） 0（－） 4（11.1） 12（33.3） 20（55.6）
2002 48 13（27.1） 0（－） 0（－） 8（16.7） 19（39.6） 21（43.8）
1995－2002 545 149（27.3） 1（0.2） 6（1.1） 66（12.1） 209（38.3） 263（48.3）
2007 311 75（24.1） 7（2.3） 2（0.6） 27（8.7） 131（42.1） 144（46.3）
（大学生） 201 52（25.9） 5（2.5） 0（－） 17（8.5） 80（39.8） 99（49.3）
（短大生） 110 23（20.9） 2（1.8） 2（1.8） 10（9.1） 51（46.4） 45（40.9）
















































































































































































Fig.  4.  運動に関する意識調査




































































































































7 ） 厚生労働省，日本人の食事摂取基準（2005 年版），
http://www.mhlw.go.jp/houdou/2004/11/h1122-2.html




















スポーツの阻害要因，Trim Japan 平成 5 年 4 月号，
（2003.4.8）
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